
対
馬
に
沿
け
る
伝
統
漁
業
の
変
貌

田

畑

久

夫

問
題
の
所
在

』
・
∞

E
ロ
r
g
は
《
戸
田
の
小
o
m門
担
℃
}
岡
山
由
民
ロ
ヨ
白
山
口
白
》
(
H
M

白門戸田

w
5
5
h相
)
に
お
い
て
、
地
理
学
研
究
に
お
け
る
島
幌
研
究
の
意
義
を

対馬における伝統漁業の変貌

次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
「
島
唄
は
、
海
に
よ
っ
て
明
確
に
隔
て
ら
れ
る
結
果
、
初
め
て
真
の
意
味
で
の
地
域
地
理
学
的
(
円
高
，

日。口同

-
m
g
E同

)
H
H
U
U

論
文
の
素
材
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
諸
島
に
関
し
て
の
諸
資
料
の
覚
え
書
き
集
ほ
ど
、
こ
こ
で
述
べ
る
方
法
(
人

文
地
理
学
的
方
法
1

1
筆
者
注
)
と
地
域
(
方
)
誌
の
研
究
方
法
と
の
聞
の
真
の
関
係
の
繋
が
り
を
一
部
す
も
の
は
な
い

T
Y
こ
の
よ
う
に

主
張
す
る
同
・
∞

E
ロg
m
(
2
〉
は
、
か
か
る
研
究
事
例
を
、
地
中
海
の
東
部
に
位
置
す
る
バ
レ
ア
I
レ
ス
諸
島
の
マ
リ
ョ
ル
カ
島
(
富
田
}
2
2

円
)
と
ミ
ノ
ル
カ
島
(
宮
山
口
R
g
H・
〉
に
求
め
、
議
論
を
展
開
し
て
い
る
(
3
〉O

そ
し
て
、

そ
の
議
論
の
結
論
と
し
て
は
、
「
島
唄
は
、

人
々
を
引
き
つ
け
、
維
持
し
、

繁
殖
し
そ
し
て
集
中
さ
せ
る
」
(
土
と
論
じ
、

こ
の
点
こ
そ
が
島
興
の
有
す
る
一
般
的
な
特
質
で
あ
る
と

183 

看
倣
す
の
で
あ
る
。

以
上
の
し
『
・
∞

E
ロ
r
g
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
理
学
と
り
わ
け
人
文
地
理
学
に
そ
の
専
門
領
域
を
限
定
し
て
も
、

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
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ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
を
筆
頭
に
、

か
か
る
方
面
で
の
研
究
の
蓄
積
は
多
い
(
5
u
o

ま
た
わ
が
国
に
関
し
て
も
、

わ
が
国
が
世
界
で
も
有

数
の
島
幌
国
で
あ
る
関
係
か
ら
、
こ
の
島
瞬
に
関
す
る
研
究
に
は
、
従
来
か
ら
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
多
大
の
関
心
が
持
た
れ
て
き

た
(
6
)
O

そ
の
な
か
で
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
代
表
的
な
著
作
と
看
倣
さ
れ
て
い
る
書
物
が
、
故
薮
内
芳
彦
博
士
の
『
島
ー
ー
そ
の
社

会
地
理
|
|
』
〈
朝
倉
書
庖
、

一
九
七
二
年
)
で
あ
る
。
そ
の
著
書
で
は
、
上
述
の
し
『
・
∞

E
ロ
r
g
と
同
様
に
、

島
柚
映
を
複
合
体
と
し
て

把
握
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
総
合
的
な
分
析
を
試
み
て
い
る
。
な
か
で
も
、

と
く
に
著
者
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
従
来
か
ら
島

酬
明
性
の
特
色
と
さ
れ
て
き
た
以
下
の
点
に
対
し
て
、
異
論
を
唱
え
た
点
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
島
峡
は
、

四
面
環
海
と
い
う
自
然
地
理
的

条
件
の
故
に
後
進
性
を
一
不
す
と
い
う
必
然
的
・
宿
命
論
的
な
結
論
が
通
常
の
一
般
的
な
解
釈
で
あ
っ
た
。
こ
の
通
説
に
対
し
て
、

た
と
え

ば
、
江
戸
中
期
以
降
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
北
廻
船
の
メ
イ
ン
ル
l
ト
上
に
位
置
す
る
飛
島
・
粟
島
・
佐
渡
島
・
隠
岐
島
な
ど
の
諸

島
で
は
貨
幣
経
済
が
発
達
し
、
中
央
文
化
と
も
直
結
し
た
生
活
様
式
が
浸
透
し
、
そ
れ
故
本
土
の
農
村
よ
り
も
相
対
的
に
先
進
性
を
有
し

て
い
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
よ
う
に
、
島
填
は
、
超
歴
史
的
に
「
孤
立
」
と
「
停
滞
」
を
続
け
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
点
で
あ

る
(
7
3

本
稿
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
薮
内
の
論
点
を
踏
え
て
、
「
伝
統
的
漁
業
」
(
立
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
島
酬
明
が

「
孤
立
」
と
「
停
滞
」
を
継
続
す
る
の
を
防
ぎ
、
島
峡
独
自
の
伝
統
的
文
化
を
開
化
さ
せ
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
論
究
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
〈
9
U
υ

研
究
対
象
地
域
と
し
て
は
、
長
崎
県
対
馬
に
求
め
検
討
を
実
施
し
た
。
こ
の
分
析
を
通
じ
て
、
上
述
の
如
く
同
・
回

E
ロ
r
g

が
提
唱
し
た
島
蝋
研
究
の
結
論
で
あ
る
「
島
嶋
は
、
人
々
を
引
き
つ
け
、
維
持
し
、
繁
殖
し
そ
し
て
集
中
さ
せ
る
」
と
い
う
観
点
を
、
具

体
的
な
研
究
事
例
を
通
し
て
確
認
す
る
と
い
う
作
業
も
合
わ
せ
て
試
み
た
。
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地
域
の
概
略

厳原漁業協同組合などの聞き取りによる。

対
馬
は
、
南
北
約
八

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
一
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
島
唄
で
、
上
島
と
下
島
に
分
か

れ
、
大
小
合
わ
せ
て
九
八
の
属
島
を
有
す
る
。
ま
た
こ
の

対
馬
は
、
壱
岐
島
・
五
島
列
島
と
共
に
長
崎
県
を
代
表
す

る
離
島
で
も
あ
る
。
面
積
は
六
九
七
・
七
平
方
キ
ロ
メ

I

ト
ル
で
、
沖
縄
本
島
を
除
く
と
わ
が
国
第
五
位
の
面
積
を

有
し
、
長
崎
県
の
総
面
積
の
約
一
五
%
を
占
め
る
。
行
政

上
は
、
上
島
の
北
部
を
郡
域
と
す
る
上
県
郡
と
上
島
の
南

部
お
よ
び
下
島
を
郡
域
と
す
る
下
県
郡
の
二
郡
に
分
割
さ

れ
る
。
前
者
に
は
、
上
対
馬
町
・
上
県
町
・
峰
町
が
、
後

者
に
は
、
豊
玉
町
・
厳
原
町
・
美
津
島
町
が
そ
れ
ぞ
れ
所

属
し
て
い
る
。

大
韓
民
国
と
は
西
水
道
(
朝
鮮
海
峡
)
を
隔
て
て
結
ば

れ
て
お
り
、
最
北
端
の
鰐
崎
か
ら
は
、
晴
天
で
あ
れ
ば
韓

半
島
(
朝
鮮
半
島
)
南
岸
が
遠
望
で
き
る
ハ

9
0
ま
た
、
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南
方
沖
に
位
置
す
る
壱
岐
島
と
は
、
東
水
道
を
通
し
て
結
ぼ
れ
て
い
る
。
約
一
一
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
九
州
と
の
交
通
と
し
て

は
、
飛
行
機
・
フ
ェ
リ
ー
の
定
期
便
が
博
多
・
小
倉
よ
り
周
航
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
位
置
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
対
馬
は
、
古
代
よ

り
ア
ジ
ア
大
陸
と
日
本
本
土
と
の
聞
の
交
通
の
中
継
地
・
文
化
交
流
の
接
点
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。

地
形
的
に
は
、
隣
接
す
る
壱
岐
島
と
比
較
し
て
、
山
地
が
多
く
、
最
高
峰
の
矢
立
山
(
六
四
九
メ
ー
ト
ル
〉
を
中
心
に
、
全
島
に
は
二

0
0
1五
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
続
し
、
そ
の
聞
に
準
平
原
・

V
字
谷
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
部
の
上
県
山
地
と

三

0
0
1五
0
0
メ
ー
ト
ル
の
等
頂
面
が
み
ら
れ
る

(50

南
部
の
下
県
山
地
で
は
、

こ
の
よ
う
な
内
陸
部
に
お
け
る
山
が
ち
な
地
形
と

を
モ
う

同
様
、
海
岸
線
も
全
島
に
お
い
て
著
し
く
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
、
上
島
と
下
島
と
の
中
聞
に
位
置
す
る
浅
茅
湾
は
樹
枝
状
の

リ
ア
ス
式
海
岸
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
対
馬
の
東
側
海
域
に
は
、
暖
流
で
あ
る
対
馬
海
流
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
対
馬
海
流
は
奄
美
大
島
西
方
海
上
で
東
進
す
る
本

流
の
日
本
海
流
と
分
岐
し
、
北
進
す
る
。
そ
の
流
路
は
、
五
島
列
島
西
方
海
域
を
通
過
し
、
そ
の
後
対
馬
東
水
道
の
最
深
部
(
海
面
下
一

0
0
1二
0
0
メ
ー
ト
ル
)
に
沿
っ
て
北
東
方
向
に
進
み
、

日
本
海
に
流
入
す
る
と
い
う
コ

l
ス
を
通
常
は
た
ど
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

海
流
の
流
速
お
よ
び
経
路
は
、
年
度
に
よ
り
あ
る
い
は
季
節
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
認
知
さ
れ
て
い
る
詰
〉
。

以
上
の
よ
う
な
諸
条
件
、

つ
ま
り
北
方
に
は
韓
半
島
を
ひ
か
え
、
南
東
海
上
に
は
対
馬
海
流
が
流
れ
て
い
る
と
い
う
制
約
を
受
け
る
た

め
、
大
陸
性
の
気
象
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
〈
想
、

大
き
く
寒
暑
に
か
た
よ
ら
な
く
、

対
馬
全
域
の
年
平
均
気
温
は
摂
氏
一
四

-
六
度
と
温
暖
で
あ
る
。
か
か
る
事
実
は
、

た
と
え
ば
、

夏
季
の
最
高
気
温
が
二
八
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
(

U

)

。

ま
た
年
間
降

水
量
に
関
し
て
も
、
対
馬
の
年
間
平
均
で
は
一
五

O
O
l二
0
0
0ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
が
、
全
島
が
山
が
ち
な
地
形
を
呈
す
る

た
め
、
地
形
上
の
相
違
が
年
間
降
水
量
の
差
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
。
全
体
と
し
て
は
、
島
唄
の
南
北
端
と
中
央
部
に
は
少
な
く
、

ま
た
東



岸
に
比
べ
て
西
岸
が
少
な
い
(
想
。

こ
の
よ
う
な
自
然
地
理
的
諸
条
件
を
有
す
る
対
馬
は
、
古
く
よ
り
人
々
が
居
住
す
る
島
唄
で
も
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
形
跡
は
、
た
と
え

き
ゅ
う
の
く
ま

ば
志
多
留
貝
塚
(
上
字
町
〉
(
ぎ
な
ど
に
み
ら
れ
る
縄
文
遺
跡
や
経
隈
墳
墓
(
上
対
馬
町
)
ハ
立
な
ど
を
代
表
と
す
る
弥
生
遺
跡
か
ら
も
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
当
時
か
ら
韓
半
島
南
部
と
の
交
流
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
対
馬
全
域
よ
り
出
土
す
る
い
わ
ゆ
る
「
金
海
式
土
器
」
白
〉

と
称
さ
れ
る
土
器
の
出
現
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

か
よ
う
な
諸
点
に
関
し
て
は
、
考
古
学
的
資
料
の
み
な
ら
ず
、
対
馬
が
記

載
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
最
古
の
文
献
史
料
で
あ
る
『
三
国
志
・
魂
志
巻
二
一

O
、
東
夷
伝
・
倭
人
』
の
記
述
か
ら
も
、
古
代
の
対
馬
の
概
要

を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
詰
)
O

す
な
わ
ち
、
こ
の
「
説
志
倭
人
伝
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

始
度
一
海
千
徐
里
至
謝
海
園
其
大
官
日
卑
狗
副
日
卑
奴
母
離
所
居
絶
島
方
可
四
百
徐
里
土
地
山
険
多
深
林
道
路
如
禽
鹿
径
有
千
絵
戸
無
良
回
食
海
物

自

治

乗

船

南

北

市

耀

(

岩

波

文

庫

版

に

よ

る

)

注
|
|
傍
線
筆
者

対馬における伝統漁業の変貌

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
対
馬
に
は
よ
い
水
田
が
な
く
、
住
民
は
海
産
物
を
食
べ
て
自
活
し
て
お
り
、
北
(
韓
半
島
〉
や
南
令
官

岐
・
九
州
〉
と
の
交
易
も
実
施
し
て
い
た
と
い
う
具
体
的
な
生
活
状
態
が
判
明
す
る
。

そ
の
後
、

と
く
に
対
馬
は
韓
半
島
に
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
条
件
よ
り
、
倭
人
に
よ
る
新
羅
へ
の
侵
略
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ

た
り
ハ
号
、
当
時
高
麗
の
北
方
に
位
置
し
て
い
た
女
真
族
が
対
馬
に
入
冠
し
、
住
民
を
脅
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
(
号
。

こ
の
よ
う
に
、
対
馬

か
か
る
占
山
は
、

対
馬
の
存
す
る
位
置
が
大
陸
と
本
土
と
の

は
そ
の
後
も
諸
外
国
と
の
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
(
号
。

187 

中
聞
に
位
置
す
る
と
い
う
戦
略
的
な
意
義
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

中
世
に
入
る
と
、
対
馬
で
は
、
九
州
か
ら
入
島
し
た
宗
氏
が
島
主
と
な
り
、
全
島
は
宗
氏
の
支
配
下
に
な
っ
た
。
こ
の
宗
氏
に
よ
る
支
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配
体
制
の
確
立
後
、
米
・
麦
を
中
心
と
す
る
農
作
物
お
よ
び
魚
・
貝
な
ど
の
海
産
物
は
、
そ
れ
ら
の
流
通
商
を
も
含
め
て
、
す
べ
て
宗
氏
の

管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
氏
に
よ
る
支
配
は
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
の
版
籍
奉
還
ま
で
継
承
す
る
の
で
あ
る
。

水
産
業
の
現
状

対
馬
は
、
前
項
で
論
じ
た
よ
う
に
、

と
く
に
対
馬
海
流
が
沖
合
海
上
を
南
か
ら
北
に
か
け
て
流
入
す
る
た
め
、
古
代
よ
り
水
産
業
が
盛

ん
に
実
施
さ
れ
た
。
現
在
で
も
、

対
馬
全
体
で
は
、

三
一
五
五
戸
が
専
業
漁
家
と
し
て
水
産
業
に
従
事
し
て
い
る

av
こ
の
よ
う
に
、

現
時
点
に
お
い
て
も
、
対
馬
で
は
、
主
要
な
産
業
と
看
倣
さ
れ
る
水
産
業
の
実
態
を
、
島
幌
の
最
南
端
に
位
置
す
る
厳
原
町
を
研
究
事
例

と
し
て
、
分
析
を
行
な
う
。

厳
原
町
は
、
戸
数
六
一
八
五
戸
、
人
口
一
八
、

O
四
四
人
(
鈍
)
を
有
し
、

対
馬
第
一
の
規
模
を
も
っ
町
で
あ
る
。

町
の
中
心
厳
原
に

は
、
現
在
で
は
、
国
・
県
な
ど
の
地
方
事
務
所
を
筆
頭
に
各
種
の
行
政
機
関
や
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
の
支
庖
・
出
張
所
な
ど
が
集
中
し

て
お
り
、
対
馬
の
玄
関
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
〈
号
。

こ
の
厳
原
町
の
産
業
別
構
成
を
概
観
す
る
と
、

ま
ず
最
初
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
就
業
者
数
お
よ
び
生
産
額
の
両
方
と
も
第
三
次
産
業

に
従
事
す
る
も
の
が
町
全
体
の
六

O
%以
上
を
占
め
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
か
か
る
点
は
、
島
棋
に
位
置
す
る
町
の
一
般
的
傾
向
に
矛
盾

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
厳
原
町
の
場
合
、
対
馬
の
玄
関
口
と
い
う
立
地
上
の
優
位
性
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
就
業
者
数
お
よ
び
生
産
額
と
も
に
第
三
次
産
業
が
占
め
る
割
合
は
非
常
に
高
い
の
で
あ
る
が
、
就
業
者
一
人
当
り
の
平

均
生
産
額
で
は
、
町
の
全
就
業
者
の
そ
れ
を
一

O
Oで
示
せ
ば
、
第
三
次
産
業
の
場
合
、
町
の
平
均
以
下
の
九
七
と
い
う
数
値
に
な
る
。

こ
の
数
値
は
、
第
二
次
産
業
の
一
人
当
り
の
平
均
生
産
額
の
八
一
を
上
廻
る
も
の
の
、
指
数
一
二
八
を
示
す
第
一
次
産
業
の
そ
れ
に
は
は



対馬における伝統漁業の変貌

第 1表厳原町の産業の概況(昭和59年度)

よ~I就業者数(人)1 生時万川向|品問同指数
総数|ωo I 24，731 I 100 I 丸023 100 

総 1，613 6，226 3，860 128 

第
農 業| 485 537 1，107 37 1 

次産業 林業| 112 477 4，259 141 

水産業| 1，016 5，212 5，130 170 

189 

81 

97 

2，456 

2，920 

14 

61 

3，512 

14，993 

第 2次産業 i
第 3次 産 業 |

厳原町役場資料より作成

1，430 

5，135 

る
か
に
及
ば
な
い
。
以
上
で
示
し
た
数
値
か
ら
判
明
す
る
の
は
、
厳
原
町
で
は
、

第
二
次
産
業
に
従
う
従
業
員
数
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
経
済
的
に
は
効
率
が
よ
く

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
点
は
、
厳
原
町
が
対
馬
と
い
う
離
島
に
位
置

す
る
と
い
う
制
約
か
ら
、
顧
客
の
大
幅
な
増
加
が
得
に
く
い
と
い
う
事
実
に
起
因

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
か
ら
、
第
三
次
産
業
に
対
し
て
は
、

将
来
に
お
い
て
飛
躍
的
な
発
展
も
望
め
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
町
の
基

幹
産
業
に
な
る
の
は
、
第
一
次
産
業
と
り
わ
け
水
産
業
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

思
わ
れ
る

a〉

O

以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
町
全
体
の
期
待
を
担
う
水
産
業
の
現
状
を
以
下
で
は
検

討
す
る
。

最
初
に
各
種
の
魚
貝
類
を
採
捕
す
る
漁
法
か
ら
分
析
し
よ
う
。
厳
原
町
で
は
、

現
在
、
刺
網
・
地
曳
網
・
曳
網
な
ど
の
網
漁
、

一
本
釣
・
飼
付
漁
業
な
ど
の
釣
漁

お
よ
び
潜
水
漁
法
の
コ
一
種
類
の
漁
法
に
よ
っ
て
操
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る

av

そ
の
な
か
で
も
、

イ
カ
・
ブ
リ
な
ど
を
中
心
と
す
る
一
本
釣
は
、
漁
獲
量
・
金
額
と

も
に
多
く
、
厳
原
町
の
水
産
業
の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る

ay
さ
ら
に
、

E出所〕

第
二
表
か
ら
も
判
明
す
る
よ
う
に
、
漁
獲
量
自
体
は
多
く
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
な
ど
を
中
心
と
す
る
潜
水
漁
業
の
比
率
が
高
い
点
も
、
厳
原
町



厳原町漁業種類別漁獲表(昭和59年度)

量制|金額(千円)|同比率

211，847 136，695 

23，695 I 8，134 
84，510 I 13，703 

札制|
4州問|

190 

4.9 

0.7 

8.7 

0.3 

18.8 

14.2 

2.4 

10.0 

23，153 

11. 3 

8.0 

アワピサザエ 175，061 400，168 12.3 

ウ ヵー ゼ 14，510 142，139 4.4 

採貝藻漁業 殻 付 ウ 7，510 5，205 0.2 

ヒ ジ キ 天草 115，767 73，402 2.3 

板 ウ 71，092枚 49，512 1.5 

23，424 

261，116 399，106 

第 2表

磯刺網 1:雑
すくい網 iキ
刺網|ト
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ヒ三
しいら漬漁業|シイラ

業|ブリ ヒラス

ι 剣先イカ
スノレメイカ
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魚

ヵッ司

種

ナ

ウ

ピ

ピ

魚業漁

刺

網

ナピ曳地

ヒラス型定置網

625，993 

フ

タ

雑

縄| ヨ コ ワ

リ

釣
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ワ
u

n
w
u
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n
t
η
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n
w
u
 

qu 

100 計ム
ロ

の
水
産
業
の
特
色
で
あ
る
と
指
摘
で
き

る
。
こ
の
点
は
、
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
が
高

価
で
売
買
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
と
看
倣

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
、

一
本
釣
な
ら
び
に
潜
水
漁
業
が
そ
の
特

徴
と
な
っ
て
い
る
厳
原
町
の
水
産
業
で

は
あ
る
が
、
前
者
に
関
し
て
は
、
漁
船

や
釣
針
・
釣
糸
な
ど
の
漁
具
が
明
治
時

厳原町漁業協同組合資料より作成

代
以
降
の
西
洋
か
ら
の
技
術
導
入
に
よ

っ
て
改
良
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
漁

獲
量
が
急
増
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に

対
し
、
後
者
は
、
古
代
か
ら
の
伝
統
的

漁
法
を
、
現
在
ま
で
保
持
し
、
操
業
を

実
施
し
て
き
た
と
い
う
点
が
異
な
っ
て

い
る
(
勾
〉

O

E出所〕

こ
の
よ
う
に
、
産
業
構
造
上
主
要
な

地
位
を
占
め
る
の
は
、
水
産
業
で
あ
っ



た
が
、
住
民
に
と
っ
て
も
水
産
資
源
は
、
古
来
よ
り
生
活
必
需
品
で
あ
っ
た
。

住
民
た
ち
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
場
所
す
な
わ
ち
磯

場
ハ
初
)
は
、
前
も
っ
て
そ
の
口
明
け
の
期
日
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。

」
れ
は
、

水
産
資
源
の
枯
渇
を
防
止
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
元
来
は
、
各
集
落
毎
に
ム
ラ
ピ
ト
が
共
議
し
て
期
日
を
申
し
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

対馬における伝統漁業の変貌

①
E
v
n
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は
、
漁
業
協
同
組
合
が
毎
年
一
月
の
初
旬
に
決
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第

二
図
は
、
磯
場
で
採
取
す
る
各
種
の
も
の
の
口
明
け
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
の

2 

度年
噌
e
ム。。和昭間期

図
け

哨

開
川
水
産
資
源
の
枯
渇
・
乱
獲
を
防
止
す
る
こ
と
に
多
大
の
注
意
を
払
っ
て
い
る

駒

止

聞

こ

と

が

伺

え

る

。

船

止

禁

合

の
禁
用
止
組
以
上
の
特
色
を
有
す
る
厳
原
町
の
水
産
業
に
関
す
る
事
例
と
し
て
「
曲
」

駒
駒
山
崎
勝
捌
を
選
定
し
、
以
下
に
お
い
て
分
析
を
進
め
る
o

そ
し
て
、
か
か
る
分
析
を
通

厳

水

っ

採

当

潜
司
一
水
附
し
て
対
馬
の
水
産
業
の
現
状
を
詳
し
く
把
握
し
た
い
。

図

5
ト
潜
一
京

ロ
パ
ツ

8
U
劇
「
曲
」
は
、
厳
原
の
北
方
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
対
馬
と
し
て

E

M

H

Z

に
羽

U
4

ウ
肘
剛
聞
は
中
規
模
の
漁
村
で
あ
る
。
戸
数
は
一
五
二
戸
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
家
が

①
②
③
@
出
潜
水
漁
業
つ
ま
り
「
ア
マ
」
漁
業
に
従
事
し
て
い
る

av
し
た
が
っ
て
、

第
二
図
か
ら
も
判
明
す
る
よ
う
に
、

一
0
1
一
一
一
月
ま
で
の
三
ヶ
月
聞
を
除

き
、
ほ
ぼ
年
中
磯
場
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
重
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

ワ
カ
メ
を
は
じ
め
す
べ
て
の
海
産
物
に
つ

い
て
、

口
明
け
の
期
日
以
外
に
時
間
ま
で
も
明
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

1 
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「
ア
マ
」
に
よ
る
潜
水
漁
業
が
こ
の

「
曲
」
の
水
産
業
の
最
大
の
特
色
と
い
え
る

(80
最
初
に
こ
の
「
ア
マ
」
漁
業
か
ら
検
討
を
行
な

ぅ
。
「
曲
」
で
は
、
実
際
に
潜
水
す
る
の
は
女
性
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
古
代
よ
り
変
化
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

潜

水
時
に
お
け
る
衣
服
も
他
の
「
ア
マ
」
漁
業
で
は
通
常
利
用
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ッ
ト
ス
l
ツ
な
ど
は
着
用
せ
ず
、

い
わ
ゆ
る
「
裸
モ
グ

リ
」
に
よ
っ
て
操
業
を
行
な
う
の
で
、
こ
の
点
も
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
古
来
以
来
の
伝
統
を
保
持
す
る
の
は
、

ウ

ッ
ト
ス
l
ツ
・
足
ヒ
レ
・
酸
素
ボ
ン
ベ
な
ど
を
着
用
す
る
と
、
深
く
潜
水
が
可
能
で
一
度
に
多
く
の
漁
獲
が
期
待
で
き
る
が
、
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
な
ど
の
資
源
の
乱
獲
が
進
み
、

さ
ら
に
、
資
源
が
枯
渇
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
禁
止
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

ay
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

第
三
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
な
ど
の
採
貝
の
期
日
を
規
制
し

て
い
る
事
実
か
ら
も
、
追
証
で
き
る
。

以
上
が
「
曲
」
に
お
け
る
漁
獲
収
入
の
半
分
を
占
め
る
「
ア
マ
」
漁
業
の
実
態
で
あ
る
。
こ
の
他
、
「
曲
」
で
は
、

イ
カ
・
ブ
リ
な
ど
の

対馬における伝統漁業の変貌

一
本
釣
、

ト
ビ
ウ
オ
・
キ
ビ
ナ
ゴ
の
刺
網
が
主
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
他
の
漁
業
は
、
通
常
の
漁
村
で
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
男
性
が
従
事
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
曲
」
の
典
型
的
な
漁
家
は
、

妻
が
「
ア
マ
」
漁
業
、

夫
が
刺
網
あ
る
い
は
一
本
釣
と
い
う
漁

獲
バ
タ
ー
ン
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
論
じ
た
の
が
対
馬
の
水
産
業
の
現
状
で
あ
る
が
、
磯
場
の
口
明
け
や
「
曲
」
の
「
ア
マ
」
漁
業
の
事
例
か
ら
も
明
白
な
よ
う

に
、
対
馬
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
漁
業
形
態
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
漁
業
は
、
対
馬
で
は
、

ど
の
よ
う
に
古
代
か
ら
現
代
ま
で
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
点
を
各
漁
村
の
区
有
文
書
、
旧
藩
主
宗
氏
の
檀
那
寺
で
あ
る
万
松

193 

院
な
ど
の
古
文
書
を
手
が
か
り
と
し
て
、
論
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
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四

水
産
業
の
変
遷

古
代
の
対
馬
の
水
産
業
に
関
し
て
は
、
ご
く
断
片
的
な
史
料
し
か
存
在
し
な
い
。
そ
れ
故
、
詳
細
な
事
実
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

た
と
え
ば
前
述
し
た
「
魂
志
倭
人
伝
」
の
記
載
な
ど
か
ら
、
対
馬
を
含
む
北
九
州
沿
岸
一
帯
で
は
漁
撲
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認

さ
れ
て
い
る
♀
υ
。
こ
の
当
時
の
漁
民
の
中
心
は
、

こ
の
海
域
で
、

た
と
え
ば
潜
水
漁
法
な
ど
の
伝
統
的
な
漁
業
を
守
っ
て
い
る
漁
民
の

こ
と
を
、
「
シ
ガ
」
あ
る
い
は
「
シ
ガ
モ
ノ
」
と
称
す
る
よ
う
に
、
金
印
で
有
名
な
福
岡
県
博
多
近
く
の
一
志
賀
島
の

「
ア
マ
」
で
あ
ろ
う

と
推
定
す
る
説
、
が
有
力
で
あ
る

av
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
史
料
的
に
は
確
証
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
後
、
中
世
に
な
る
と
、
前
述
の
志
賀
島
の
東
北
一
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
鎮
座
す
る
宗
像
神
社
の
勢
力
を
背
景
と
し
た
鐘
ガ
崎
の
漁

民
(
お
)
が
登
場
し
て
く
る
。
彼
ら
は
、
志
賀
島
の
「
ア
マ
」
と
同
様
、

潜
水
漁
業
に
従
事
す
る
い
わ
ゆ
る
「
ア
マ
」
で
あ
っ
た
(
号
。
こ
の

鐘
ガ
崎
の
漁
民
が
壱
岐
島
の
小
崎
浦
を
経
て
対
馬
に
出
漁
す
る
の
を
確
認
で
き
る
の
は
、
寛
政
四
年
(
一
四
六
三
)
の
年
号
を
も
っ
、
以

下
の
史
料
で
あ
る
。

阿
須
は
一
万
よ
り
浦
々
ハ
海
の
事
い
せ
ん
よ
り
御
め
ん
あ
る
う
へ
は
い
つ
方
の
海
を
も
あ
ミ
を
ひ
き
以
て
京
進
の
御
公
事
そ
の
外
時
々
の
御
さ
か
な
御

ち
そ
う
ゆ
っ
き
よ
し
す
こ
し
も
不
可
有
無
沙
汰
状
如
件

寛

政

六

年

盛

直

判

七
月
一
七
日

ふ
な
か
た
の
中

(
長
崎
県
立
図
書
館
蔵
『
旧
藩
時
漁
政
調
書
』
)

こ
の
史
料
の
冒
頭
部
に
記
さ
れ
て
い
る
阿
須
と
は
、
阿
須
湾
の
こ
と
で
、
前
項
で
論
じ
た
「
曲
」
の
内
湾
と
な
っ
て
い
る
湾
で
あ
る
。



史
料
で
は
、
こ
の
内
湾
を
基
地
に
し
て
、

八
海
つ
ま
り
対
馬
近
海
全
域
で
自
由
に
漁
掛
に
従
事
し
て
い
た
事
実
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
史
料
だ
け
か
ら
で
は
、
当
時
、
彼
ら
が
対
馬
に
定
住
し
て
集
落
を
形
成
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
対
馬
近
海
の
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
な
ど
の
魚
貝
類
を
採
取
す
る
た
め
に
最
初
に
漁
業
を
開
始
し
た
の

J

は
、
「
ア
マ
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
「
ア
マ
」
が
操
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、
対
馬
近
海
に
豊
富
な
魚
貝
類
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
他
国
の
漁
民

に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
新
し
い
漁
法
で
操
業
を
行
な
う
漁
業
集
団
が
、
こ
の
海
域
に
出
現
し
て
く
る
。
と
り

わ
け
、
最
初
に
出
現
し
た
の
は
、
当
時
か
ら
漁
業
の
先
進
地
域
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
畿
内
の
和
泉
地
方
の
漁
民
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
中

心
は
和
泉
佐
野
で
、
彼
ら
が
使
用
す
る
当
時
と
し
て
は
最
新
式
の
網
は
「
佐
野
網
」
(
曹
と
称
せ
ら
れ
、

大
変
効
率
よ
く
イ
ワ
シ
な
ど
の
魚

類
を
捕
獲
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
対
馬
の
最
北
端
付
近
に
位
置
す
る
「
泉
浦
」
を
拠
点
に
漁
掛
に
従
事
し
た
。
そ
し
て
、
後

に
そ
こ
に
定
着
す
る
に
到
っ
た

8
3
そ
の
理
由
は
、

和
泉
佐
野
の
海
民
が
、

文
禄
・
慶
長
の
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
侵
略
の
と
き
の
水
先
案
内

対馬における伝統漁業の変貌

を
努
め
た
り
、
武
士
た
ち
の
食
糧
と
し
て
、

イ
ワ
シ
な
ど
の
漁
獲
物
を
献
上
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

avそ
の
後
、
朝
鮮
侵

略
の
功
労
の
た
め
、
「
泉
浦
」
を
含
め
て
対
馬
の
数
一

O
ケ
浦
の
漁
業
権
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
(
包
。
こ
の
数
一

O
ケ
浦
の
浦
名

は
、
現
在
で
は
判
明
し
て
い
な
い
が
、
後
年
の
文
政
七
年
(
一
八
一

O
〉
に
は
、
第
一
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
約
三

O
」
の
浦
が
「
佐
野

網
」
の
操
業
が
で
き
る
権
利
を
有
し
て
い
た
ハ
哲
。

こ
の
第
一
図
に
よ
る
と
、

上
対
馬
と
下
対
馬
と
の
聞
に
「
佐
野
網
」
が
集
中
し
て
い

る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
対
馬
海
流
や
岩
礁
の
関
係
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
佐
野
網
」
は
、
海
流
の

4

早

く
な
い
砂
浜
が
最
適
で
あ
る
た
め
、
こ
の
種
の
砂
浜
が
卓
越
す
る
こ
の
海
域
に
集
中
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
「
佐
野
網
」
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
た
イ
ワ
シ
は
、
干
鰯
と
し
て
、

か
か
る
流
通
過
程

主
と
し
て
大
阪
に
運
搬
さ
れ
た
。

を
「
万
松
院
」
に
残
在
し
て
い
る
古
文
書
ハ
想
を
参
照
し
て
整
理
し
た
の
が
、

第
四
図
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

こ
の
第
四
図
を
参
考
に
し
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綿
一
)

配
一
勧
一
ゆ

畑
一
世
一
札

盟
主
畑

中一(一

春

冬
①
 

廻船 (200~300石)
(米・塩)

第4図佐野網の流通過程

① 入港については銀4匁

② 浦へ行くには帆端につき銀3匁
③数か所認められる

@ 地曳網，八手網なども使用

E出所J r万松院文書」 対馬歴史民俗館での聞き取りよ

り作成

な
が
ら
、
検
討
を
進
め
る
。

和
泉
佐
野
か
ら
出
航
す
る
船
は
「
佐
野
網
」
を
運
ん
で
い
く
の
で
、

一
般
に
網
船
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
網
船
は
、

ま
ず
対
馬
の
中
心
地
厳
原

(干鰯)

ま
で
航
行
し
、
そ
こ
か
ら
、
各
浦
へ
出
漁
し
た
。
こ
れ
は
、
厳
原
以
外

に
は
、
船
問
屋
の
設
置
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
和
泉
佐
野
の
商
人
が
、
こ
の
船
問
屋
と
な
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
韓
半
島
と
の
密
貿
易
を
防
止
す
る
目
的
上
の

措
置
と
考
え
ら
れ
る
。
各
浦
々
で
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、

イ
ワ
シ

を
中
心
と
す
る
漁
獲
を
行
な
い
。
そ
の
場
で
加
工
し
て
干
鰯
に
し
た
。

そ
し
て
、
干
鰯
は
、
厳
原
の
船
問
屋
に
運
び
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
こ

れ
ら
の
干
鰯
は
、
和
泉
佐
野
か
ら
新
た
に
来
航
し
た
大
型
廻
船
に
よ
っ

て
、
関
西
方
面
へ
運
搬
さ
れ
た
♀
)
O

な
お
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
大は

も

一
七
世
紀
の
後
半
か
ら
、
「
八

手
網
」
の
使
用
は
、

討
す
網
」
(
哲
と
称
す
る
新
し
い
漁
法
が
導
入
さ
れ
、
効
率
よ
く
イ
ワ
シ
な
ど
を
捕
獲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
八

変
繁
栄
し
て
い
た
「
佐
野
網
」
に
も
、

そ
の
後
、

一
八
世
紀
に
な
る
と
、

イ
ワ
シ
な
ど
の
漁
獲
物
の
乱
獲
と
な
り
、
「
佐
野
網
」
自
体
が
衰
退
し
て
し
ま
う
結
果
と
な
っ
た
(
想
。イ

ワ
シ
な
ど
を
捕

長
門
国
湯
玉
浦
で
開
発
さ
れ
た
新
式
の
建
敷
網
(
大
敷
網
)
が
導
入
さ
れ

G
V

獲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
述
の
如
く
「
八
手
網
」
に
よ
る
採
捕
で
乱
獲
状
態
に
あ
っ
た
イ
ワ
シ
漁
は
、
こ
の
建
敷
網
に
よ
る
操
業
で
破



壊
的
な
打
撃
を
受
け
、
対
馬
に
お
け
る
イ
ワ
シ
漁
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
、
細
々
と
島
内
消
費
程
度
の
量
を
漁
獲

す
る
に
と
ど
ま
っ
た
(
想
。

こ
の
よ
う
な
イ
ワ
シ
の
乱
獲
に
よ
る
衰
退
化
現
象
が
み
ら
れ
る
時
期
、
す
な
わ
ち
、

一
七
世
紀
後
半
に
は
、
北
九
州
の
海
域
と
く
に
玄

海
灘
周
辺
海
域
に
お
い
て
は
、
新
し
い
捕
鯨
法
が
導
入
さ
れ
た
。
か
か
る
新
し
い
捕
鯨
法
は
、
従
来
の
湾
に
追
い
込
み
、
直
接
モ
リ
で
鯨

っ
き
ん
ぼ
う

を
つ
く
「
突
棒
法
」
に
対
し
て
、
鯨
に
網
を
か
ぶ
せ
、

そ
の
後
モ
リ
な
ど
で
つ
く
「
網
取
法
」
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

8
〉。

対

馬
で
も
、

ほ
ぽ
同
時
に
、
「
網
取
法
」
が
導
入
さ
れ
た
。

小
田
善
左
衛
門
が
聞
い
た
小
田
善
左
衛
門
組
が
最
初
で
、

貞
享
四
年
(
一
六
八

七
〉
の
こ
と
で
あ
っ
た

av
以
後
、
各
所
で
「
網
取
法
」
を
行
な
う
鯨
組
が
設
置
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
鯨
組
の
聞
か

れ
た
場
所
は
、
浦
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
か
か
る
理
由
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

対馬における伝統漁業の変貌

近
年
茂
江
滞
江
打
続
キ
鯨
組
仕
据
候
ニ
付
自
然
ト
村
方
之
男
女
馴
合
イ
惣
而
之
風
俗
悪
ク
相
成
押
詰
〆
百
姓
之
土
台
ヲ
失
イ
侯
勢
ニ
相
見
エ
段
々
御

聞
込
之
次
第
在
之
段
々
蒙
御
口
達
ヲ
居
候
上
尚
亦
今
般
御
農
政
筋
御
所
断
ニ
付
而
ハ
当
節
ヨ
リ
急
度
之
通
リ
相
改
侯
其
筋
々
能
々
致
得
心
候
様
ニ
可
被

申
付
候
(
以
下
省
略
)

伊
奈
区
有
文
書

注
、
|
|
傍
線
筆
者
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
に
他
国
か
ら
の
漁
民
に
よ
る
風
俗
の
乱
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
鯨
組
を
島
内
の
各
浦
に
設
置
す
る
こ
と
を
禁
止

し
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
韓
半
島
と
の
密
貿
易
の
防
止
の
た
め
に
、
他
国
の
漁
民
を
、
浦

か
ら
離
れ
た
場
所
に
定
住
さ
せ
、
藩
の
監
視
を
容
易
に
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
か
よ
う
な
悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鯨
組
は
島
内

で
は
多
く
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
鯨
組
で
は
、
捕
獲
し
た
鯨
を
解
体
す
る
大
納
屋
が
、

一
般
に
は
元
締
(
頭
)
と
な
っ

197 

そ
の
運
営
に
当
っ
た
。

そ
の
概
要

た
ハ
民
)
。
つ
ま
り
、
こ
の
大
納
屋
は
、
捕
獲
・
解
体
・
売
買
な
ど
に
関
す
る
一
切
の
権
利
を
掌
握
し
、
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は
、
次
の
史
料
で
判
明
す
る
。

大
納
屋
よ
り
惣
人
数
書
付
差
出
左
之
通

皆
川

一
勢
子
鯨
船
拾
般
十
三
人
乗
人
数
百
参
拾
人

一
網
付
鯨
船
六
般
十
三
人
乗
人
数
七
拾
弐
人

一
持
双
海
船
鯨
四
般
十
二
人
乗
人
数
回
拾
八
人

一
双
海
船
六
般
十
二
人
乗
人
数
六
拾
人

一

羽

差

三

拾

弐

人

一
大
納
屋
五
拾
人

一
件
納
屋
弐
拾
弐
人

一
骨
納
屋
拾
人

合
人
数
四
百
弐
拾
四
人

右
之
通
御
座
侯
比
段
申
上
侯
己
上

十
二
月
二
日

御
奉
行
所
様

大
納
屋

⑮ 

佐
藤
一
匡
『
鯨
場
日
記
』
(
安
藤
良
俊
蔵
)
ハ
号

こ
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
持
双
海
鯨
船
と
は
鯨
の
運
搬
船
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
次
の
双
海
船
と
は
鯨
を
捕
獲
の
た
め
の
網
の
運

搬
船
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
羽
差
と
は
、
現
場
で
鯨
に
網
を
う
っ
た
り
、

モ
リ
を
投
げ
た
り
す
る
捕
鯨
専
門
の
漁
師
の
こ
と
を
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
捕
鯨
は
、
多
く
の
人
数
お
よ
び
資
本
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
当
時
は
個
人
で
は
そ
の
経
営
が
困
難
で
あ
っ
た
の

で

藩
の
貸
金
を
も
と
に
主
と
し
て
厳
原
の
町
人
が
経
営
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

av
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ



っ
た
の
で
、
対
馬
に
お
け
る
鯨
組
の
全
盛
時
代
は
長
つ
づ
き
せ
ず
、
短
期
間
で
終
了
し
た
。
な
お
、
完
全
に
消
滅
す
る
の
は
、

ヨ

l
ロ

ヅ

パ
か
ら
近
代
的
な
捕
鯨
が
導
入
さ
れ
た
明
治
時
代
中
期
で
あ
っ
た
。

一方、

イ
ワ
シ
の
乱
獲
の
結
果
、
採
算
の
合
わ
な
く
な
っ
た
建
敷
網
は
、
そ
の
後
も
絶
え
ず
改
良
が
加
え
ら
れ
、
大
型
化
し
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
漁
獲
す
る
魚
種
も
イ
ワ
シ
を
中
心
と
す
る
大
衆
魚
か
ら
、

シ
ピ
・
マ
グ
ロ
な
ど
の
大
型
の
高
級
魚
へ
と
変
化
し
て
い
き
、

建
敷
網
は
そ
の
全
盛
期
を
向
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
概
略
は
、
次
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

対馬における伝統漁業の変貌

小
林
与
兵
衛

有
国
忠
蔵

右
ハ
鮪
大
敷
網
漁
場
佐
賀
士
山
多
賀
弁
張
切
網
漁
場
尾
崎
今
里
等
之
浦
主
先
達
而
申
付
候
処
最
前
-
尋
問
浦
差
免
有
之
候
鮪
張
切
網
十
五
ケ
村
之
浦
々
共

司
一
比
節
右
両
人
浦
主
被
仰
付

一
、
右
十
五
ケ
村
鮪
運
上
之
義
最
前
ニ
ハ
浦
々
依
銀
一
枚
二
枚
又
ハ
半
枚
上
納
-
一
而
候
ヲ
先
達
市
鮪
一
喉
-
一
付
銀
一
匁
ト
シ
テ
運
上
-
一
申
付
置
候
得
共

此
節
又
々
相
改
鮪
十
喉
ニ
付
現
魚
一
喉
ト
運
上
ニ
申
付
候
(
以
下
省
略
)

「
万
松
院
」
文
書

以
上
の
「
佐
野
網
」
、
「
鯨
組
」
を
専
業
と
す
る
漁
民
は
、

一
時
期
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
大
変
繁
栄
し
た
の

で
あ
っ
た
が
、
対
馬
に
お
い
て
は
定
住
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
潜
水
漁
業
に
従
事
す
る
「
ア
マ
」
海
民
だ

け
は
、
前
述
の
寛
政
四
年
〈
一
四
六
三
〉
の
史
料
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
「
曲
」
を
中
心
に
操
業
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

後
に
宗
氏

が
、
軍
船
を
率
い
て
行
動
し
た
時
に
そ
の
水
子
〈
船
方
〉
と
し
て
手
助
を
し
た
理
由
な
ど
か
ら
、
特
別
に
「
曲
」
に
定
着
を
許
可
さ
れ

た

auo
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
地
に
定
着
し
た
「
由
」
の
「
ア
マ
」
に
与
え
ら
れ
た
の
は
、
対
馬
近
海
の
漁
業
権
の
み
で
、
農
地
の
所

199 

有
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ハ
号
。

か
よ
う
な
状
態
は
、

漁
業
権
が
改
正
さ
れ
る
第
二
次
大
戦
後
ま
で
継
続
し
た
。
ま
た
、

ア
マ
漁
業
が
全
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水
産
業
を
中
心
に
大
変
繁
栄
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

五

結

E苦

場

沖

瀬

沖

沖

漁

浜

居

神

崎

書
塩
鴨
沖
安
神
こ
れ
は
、
長
崎
俵
物
と
し
て
の
中
国
へ
の
輸
出
が

一日

1

2

3

4

る

ぱ

I

I

I

-

よ
増
加
し
た
た
め
で
あ
っ
た
(
想
。

マ

中

に

ア
沖
猷
沖
沖
沖
山
口
以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
古
代
か
ら
近
世
に
か
け

川

護

多

奈

原

網

悶

M

佐
志
伊
久
小
前
て
は
、
古
代
は
史
料
が
少
な
く
断
片
的
に
し
か
把

噛

6
7
8
9
m
w
握
で
き
な
か
っ
た
が
、
中
世
以
降
の
対
馬
で
は
、

の
場
場

前
漁
漁
沖
中
刷
「
ア
マ
」
こ
よ
る
潜
水
漁
業
、
「
佐
野
網
」
業
、
捕

戦
ぎ
り
沖
勝
沖

f
「

t

稼
帰
賀
田
浦
沖
浦

i

i

、

図
出
日
佐
比
泉
豊
鰐
旧
鯨
業
建
敷
網
業
と
時
代
ご
と
に
呉
な
っ
た
漁
法

E

d

r

L

 

第

×

A
1
2
3
4
5
日
に
よ
る
漁
業
が
実
施
さ
れ
、
島
内
は
こ
の
よ
う
な

盛
時
代
に
な
る
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
で
、

前
章
ま
で
に
お
い
て
、
対
馬
の
伝
統
的
な
漁
業
の
変
貌
を
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
、
対
象
領
域
が
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
広
範
囲
に

及
ん
だ
た
め
、
各
々
の
時
代
に
関
し
て
、
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
対
馬
の
水
産
業
の
変
貌
の
一

般
的
傾
向
は
把
握
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
か
か
る
傾
向
を
再
確
認
す
る
た
め
に
作
成
し
た
の
が
第
六
図
で
あ
る
。
こ
の
第
六
図
は
、
対

馬
に
お
い
て
伝
統
的
な
漁
業
の
全
盛
期
と
推
定
で
き
る
江
戸
時
代
を
中
心
と
し
た
変
貌
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

第
六
図
の
筆
頭
に
出
て
く
る
一
本
釣
は
、
本
稿
で
は
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
安
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号h皿
屋長12年 (17拐ーーー

ヲミ明 4年(1612) 

一本釣

捕鯨

「了マ」漁業

佐野網

建敷網

1850 

凡例

園田園全盛時代

第B図 近世における対馬の伝統漁業の変貌宅デル

E出所コ 対馬支庁所蔵文書，対馬歴史民俗博物館資料より作成

定
し
た
漁
獲
量
を
あ
げ
て
い
る
。
捕
鯨
業
は
、
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
に
「
網
取
法
」

が
導
入
さ
れ
、
鯨
組
が
結
成
さ
れ
る
と
、
急
速
に
発
展
し
た
漁
業
で
あ
る
。
そ
の
経
営

に
は
、
巨
大
な
資
本
が
必
要
な
の
で
、
地
元
資
本
で
は
い
く
ら
藩
か
ら
の
援
助
支
援
を

受
け
て
も
、
資
金
不
足
な
ど
と
な
り
、

そ
の
全
盛
期
は
長
く
続
か
ず
一
八
世
紀
の
中
頃

包益生2
1750 1800 1700 1650 1600 

よ
り
衰
退
し
て
い
く
。

一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
、
「
ア
マ
」
漁
業
は
、
他
の
漁
法
の
中
で
一
番
古
レ
い
と
思
わ

れ
る
が
、
対
馬
で
は
、
正
確
な
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
「
曲
」
に
定
着
し
た
「
ア
マ
」

を
中
心
に
、
操
業
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
の
は
、
長
崎
俵

物
の
一
品
と
し
て
の
需
要
が
増
大
し
だ
し
た
一
八
世
紀
の
初
期
か
ら
で
あ
り
、
江
戸
時

代
を
通
し
て
大
変
繁
栄
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
佐
野
網
」
は
、
和
泉
佐
野
の
漁
民
が
来
島
し
て
操
業
が
実
施
さ

年
時
/

を
来
し
、
急
速
に
衰
退
に
向
う
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、 れ

た
比
較
的
歴
史
の
新
し
い
漁
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
佐
野
網
」
も
新
し
く

改
良
さ
れ
た
効
率
の
す
ぐ
れ
て
い
る
「
八
手
網
」
な
ど
の
導
入
に
よ
り
、
資
源
の
枯
渇

一
九
世
紀
に
な
る
と
、

マ
グ
ロ
な
ど
の
大
型
高
級
魚
の
採
捕
を
中
心
と
す
る
「
建

201 

敷
網
」
が
新
た
に
導
入
さ
れ
、
多
く
の
漁
獲
高
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
建
敷
網
」
を
改
良
し
た
も
の
と
し
て
、

一
部
で
は
「
定

置
網
」
が
現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
伝
統
的
漁
業
が
全
盛
期
と
看
倣
さ
れ
る
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、
主
要
な
漁
法
が
す
べ
て
同
時
に
実
施
さ
れ
た
期
聞
は
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な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
漁
業
が
何
ら
か
の
理
由
で
衰
退
す
る
と
、
他
の
漁
業
が
そ
れ
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
操
業
を
開
始
す
る
と
い

う
よ
う
に
補
完
し
合
い
、
対
馬
全
体
の
水
産
業
は
活
気
を
お
び
、
繁
栄
し
て
い
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
以
上
の
よ
う
な
漁
業
間

で
の
補
完
関
係
は
、
明
治
時
代
に
な
る
と
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
か
か
る
事
実
は
、
明
治
時
代
以
降
に
な
る
と
漁
具
・
漁
法
・
船
舶
な
ど

に
関
す
る
主
と
し
て
技
術
面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
西
洋
諸
国
か
ら
受
け
る
た
め
、
従
来
か
ら
の
わ
が
国
の
伝
統
的
漁
業
は
、

た
と
え
ば
捕

鯨
業
の
如
く
、
漁
獲
物
の
高
収
量
が
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
明
治
時
代
以
降
、
伝
統
的
漁
業
を
維
持
し
て
い
る

の
は
、
か
よ
う
な
技
術
的
改
革
の
比
較
的
少
な
い
一
本
釣
漁
業
や
「
ア
マ
」
漁
業
の
み
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
厳
原
町
の
水

産
業
の
現
状
を
み
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
漁
法
に
よ
る
漁
獲
物
の
販
売
金
額
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在

に
お
い
で
す
ら
、
伝
統
的
漁
業
は
、
対
馬
の
水
産
業
の
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

付
記

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
多
大
の
示
唆
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
長
崎
県
対
馬
支
庁
水
産
課
、
対
馬
歴
史
民
俗
博
物
館
、
厳
原
町
漁
業
協
同
組
合
、
同
曲

支
所
、
厳
原
町
教
育
委
員
会
を
始
め
と
す
る
関
連
諸
官
庁
の
皆
様
に
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
服
部
・
中
村
の
諸
先
生
を
始
め
と
す
る
大
阪
市
立
大
学
地

理
学
教
室
の
先
生
方
に
は
、
と
く
に
深
謝
す
る
。
な
お
、
本
稿
の
骨
子
は
、
歴
史
地
理
学
会
第
二
八
回
大
会
(
於
皇
学
館
大
学
)
に
お
い
て
口
頭
発
表

し
た
も
の
に
、
一
部
訂
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

i主

(
1
)
 
同

-
F
E
Z田
H
A
E
の臥
C
向

guFHO
国

E
B
a
s
v
(
E
H
F
5
5
)
の
英
訳
本
(
日
・
回
0
5
5
p
初旬・

0
0品
開
。
訳
士
出
口

B
S
の
gmg-
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同〉年
=
(
Z叩
d

q

J円

2
r
w
H
S
O
)
四
九
九
頁
に
よ
る
。
な
お
、
原
著
初
版
に
は
、
こ
の
箇
所
は
存
在
し
な
い
。

(
2
)

か
か
る
立
場
を
地
誌
学
的
立
場
で
あ
り
、
克
服
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
河
地
質
一
の
見
解
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
司
曲
、
ロ
一
ヨ
念
日
号
宮
回
目
白
岳

以
来
の
「
地
的
統
一
(
ロ
巳
芯

Z
R
g
R巾
)
」
を
地
理
学
の
主
要
概
念
の
一
っ
と
考
え
る
地
理
学
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
学
派
に
と
っ
て
は
、
島
興

は
典
型
的
な
事
例
研
究
と
看
倣
さ
れ
る
。
な
お
、
地
理
学
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
立
場
に
関
し
て
は
、
以
下
の
著
作
論
文
を
参
照
。

H
P
O
H玄
5
8
1
4
Z
呂
美
2
由
。
町
宮
色
白
ロ
の
巾
o
m
H
8
s
z
p
oロ品
o
p
H∞S
)
一
八
九

t
二
八
三
頁
。
〉
-
玄
a
E
R
H
A
E
-∞ぢ円円。

ι日

F
H
M
g田
弘
自
の
臥
。
m
g
Z
2
5
8
m，

H
g
n
o
V
(旬。円山田
w
呂
田
由
)
田
畑
久
夫
「
フ
ラ
ン
ス
学
派
に
お
け
る
地
域
研
究
の
一
-
一
一
の
動
向
|
|

向

g
E官
B
O
E
E
s
a
S
〈
人
類
集
団
)
の
立
場
l
|
」
人
文
論
叢
三
、
一
九
七
七
、
五
七
l
七
二
頁
。
同
「
フ
ラ
ン
ス
学
派
に
お
け
る
空
間
観

念
の
亦
件
選
」
(
立
命
館
大
学
地
理
学
教
室
・
同
巧
会
編
『
地
表
空
間
の
組
織
』
古
今
書
院
一
九
八
一
)
一
一
一
一
一

t
三
O
頁
。
な
ど
。

(
3
)

こ
の
事
例
研
究
も
原
著
初
版
に
は
存
在
し
な
い
。

(
4
)
注

(
1
)
』
-
F
E
Z田
の
英
訳
本
五
二
ニ
頁
。
な
お
、
こ
の
箇
所
も
原
著
初
版
に
は
存
在
し
な
い
。

(
5
)

古
典
的
と
思
わ
れ
る
著
作
の
み
で
も
以
下
の
書
物
が
あ
げ
ら
れ
る
。

明

-Hμ
由同
NO--hkFロ
F
g匂
om開
cm吋同開】
E
白ーーーの吋ロロ門同
N出
四
四
品
。
吋
〉
ロ
唱
。
ロ
《
日
ロ
ロ
偶
仏
2
開
E
rロ
ロ
円
四
四
回
ロ
『
門
出
ぬ
の
冊
目
ロ
F
W
E芯

Hww(
∞ω門戸
FFH
∞∞
N
)

二
五
一
、
，
t

二
五
八
頁
。
開
・
。

-
F
E
-
-
Jロ出
5
5
0
0向
。
g
加

g
Z
F
n
p
i円
8
5
0
2
1
1
8
H
F四
回
8
2
0『
HUHN刊で白

ω苦
忠
告

oh
〉
E
r
3
3四四
o
m
g
Z
R
W
(
Z白司

J

「
o
F
H申
HH)(金
崎
肇
訳
『
環
境
と
人
間
|
|
ラ
ツ
ツ
ェ
ル
の
人
類
地
理
学
の
体
系
に
基
づ
く

i
l

-
-
下
巻
』
古
今
書
院
、
一
九
七
九
)
三
九
コ
一

t
四
五
五
頁
。
開
・
〉
E
Z
2
号

E
岡
山

{MOHAFWFOB日
目
白
同
】
冊
目
門
戸
町
田
M
v
q
2
2
W
5
8
)
な

いと。

(
6
)

第
二
次
世
界
大
戦
後
出
版
さ
れ
た
単
行
本
に
限
定
し
て
も
以
下
の
著
作
が
代
表
と
い
え
る
。

藤
岡
謙
二
郎
編
『
離
島
の
人
文
地
理
』
大
明
堂
、
一
九
六
四
。
同
編
「
佐
渡
の
歴
史
地
理
』
大
明
堂
、
一
九
七
一
、
薮
内
芳
彦
『
島
ー
ー
ー
そ
の
社

会
地
理
|
|
』
朝
倉
書
応
、
一
九
七
ニ
。
藤
岡
謙
二
郎
・
浮
田
典
良
編
『
離
島
診
断
』
地
人
書
房
、
一
九
七
五
。
田
中
島
旦
治
『
隠
岐
島
の
歴
史
地

理
学
的
研
究
』
古
今
書
院
、
一
九
七
九
。
大
島
裏
二
編
『
ト
レ
ス
海
峡
の
人
々
l
e
e
-
白
そ
の
地
理
学
的
・
民
族
学
的
研
究
|
|
』
古
今
書
院
、
一
九

八
三
な
ど
。

(
7
)

前
掲
(
6
)
薮
内
芳
彦
四
頁
。

(
8
)

本
稿
で
使
用
す
る
「
伝
統
的
漁
業
」
と
は
、
ト
ロ
ー
ル
船
に
よ
る
漁
業
な
ど
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
機
械
化
漁
業
が
導
入
さ
れ
る
以
前

203 
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の
漁
法
に
よ
る
漁
業
を
い
う
。

(
9
)

勿
論
、
「
伝
統
的
漁
業
」
が
何
ら
か
の
事
情
で
衰
退
す
れ
ば
、
他
に
新
し
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
島
艇
に
生
じ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
島
腕
白
体
は

「
孤
立
」
・
「
停
滞
」
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

(
叩
)
大
韓
民
国
南
部
の
中
心
部
市
ωT位
ま
で
は
直
線
距
離
で
約
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

(
日
)
上
対
馬
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
上
対
馬
町
誌
』
上
対
馬
役
場
一
九
八
五
、
ゴ
一
二
五
頁
。

(
ロ
)
夏
季
に
は
、
対
馬
海
流
の
勢
力
が
伸
び
、
海
面
の
表
属
の
最
強
は
冬
季
の

0
・
八

t
一・

O
ノ
ッ
ト
(
毎
時
)
に
対
し
て
、
一
・
四
ノ
ッ
ト

(
毎
時
)
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
層
水
温
も
季
節
的
な
差
が
大
き
く
、
夏
季
に
は
摂
氏
一
ニ

O
度
を
越
え
る
が
、
冬
季
に
は
摂
氏

-
五
度
内
外
に
下
降
す
る
(
厳
原
町
測
候
所
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
)
。

(
日
)
「
朝
鮮
お
ろ
し
」
と
一
般
に
称
せ
ら
れ
て
い
る
寒
風
の
季
節
風
が
冬
季
に
吹
く
。

(
U
)

た
と
え
ば
、
福
岡
市
で
は
平
均
五
一
目
、
大
阪
市
で
は
六

O
日
と
な
り
、
厳
原
の
方
が
し
の
ぎ
や
す
い
(
厳
原
町
測
候
所
で
の
聞
き
取
り
に
よ

る)。

(
日
)
こ
の
よ
う
に
年
間
降
水
量
に
地
域
差
が
認
め
ら
れ
る
要
因
と
し
て
は
、
本
文
に
記
し
た
地
形
上
の
相
違
以
外
に
、
対
馬
海
流
に
よ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

(
日
)
坂
田
邦
洋
『
対
馬
の
考
古
学
』
縄
文
研
究
会
、
一
九
七
六
、
九
五

t
一
八
五
頁
。

(
げ
)
前
掲
(
日
)
一

o
t
一
一
一
一
具
。
前
掲
(
時
)
六
一
一
一

t
九
四
真
。

(
四
)
別
名
「
漢
式
工
器
」
と
も
称
さ
れ
る
。
須
恵
質
の
硬
陶
と
そ
れ
に
伴
な
う
素
焼
き
の
粗
陶
を
主
体
と
す
る
土
器
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
、
わ
が
国

で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
韓
半
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
対
馬
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
初
め
よ
り
古
墳
時
代
の

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
(
国
)
一
八
七

t
一
九
六
に
詳
し
い
。

(
国
)
「
倭
人
伝
」
に
関
す
る
研
究
は
多
い
が
、
と
く
に
対
馬
に
関
し
て
は
以
下
の
書
物
を
参
照
。
永
留
久
恵
『
古
代
史
の
鍵
・
対
馬
|
|
日
本
と
戟

鮮
を
結
ぶ
島
l
l
l』
大
和
書
房
、
一
九
七
五
、
八
七
l
一
O
六
頁
。

(
却
)
『
一
二
国
史
記
、
巻
第
一
二
』
新
羅
本
紀
、
第
三
、
寅
聖
尼
師
今
六
年
春
二
月
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

王
聞
倭
人
於
封
馬
置
営
。
貯
以
兵
革
資
殺
。
以
謀
襲
我
0

・
:
:
・
(
以
下
省
略
)

金
富
紙
著
、
金
恩
輝
訳
『
一
ニ
国
史
記
(
上
)
』
六
奥
出
版
、
一
九
八

O
、
七
三
頁
に
よ
る
。
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と
い
の
ぞ
〈

(
幻
)
「
刀
伊
賊
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
対
馬
全
域
で
一
二

O
O余
人
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
前
掲
(
日
)
四
一
二
一
良
参
照
。

(
幻
)
最
大
の
も
の
は
、
文
永
一
一
年
(
一
二
七
四
)
お
よ
び
弘
安
四
年
ご
二
八
二
の
両
年
に
生
じ
た
蒙
古
筆
に
よ
る
襲
来
で
あ
る
。

(
お
)
一
九
八
五
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
。

(
M
)

一
九
八
五
年
一

O
月
一
日
の
住
民
登
録
に
よ
る
。

(
お
)
厳
原
が
か
つ
て
城
下
町
で
あ
っ
た
事
実
も
み
の
が
せ
な
い
。

(
M
m
)

林
業
は
、
一
人
当
り
の
平
均
生
産
額
が
指
数
一
四
一
と
高
い
が
、
就
業
者
数
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
厳
原
町
の
基
幹
産
業
に
な
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

(
幻
)
第
二
表
に
み
ら
れ
る
シ
イ
ラ
潰
漁
業
は
、
西
日
本
の
日
本
海
側
で
み
ら
れ
る
漁
法
で
あ
る
。
漬
木
と
称
す
る
イ
カ
ダ
状
の
木
を
海
面
に
浮
か

ベ
、
そ
の
下
に
集
ま
る
シ
イ
ラ
を
釣
り
あ
げ
る
と
い
う
一
種
の
釣
漁
で
あ
る
。

(
部
)
イ
カ
の
一
本
釣
は
数
年
前
ま
で
が
全
盛
で
、
現
在
の
約
二
倍
の
漁
獲
量
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
一
本
釣
が
現
在
以
上
に
最
も
主
要

な
漁
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
(
厳
原
町
漁
業
協
同
組
合
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
)
。

〈
却
)
対
馬
の
潜
水
漁
法
は
、
「
ア
マ
」
に
よ
る
裸
も
ぐ
り
で
あ
る
が
、
メ
ガ
ネ
は
明
治
時
代
後
半
か
ら
、
フ
ン
ド
ウ
(
重
り
)
は
大
正
初
期
よ
り
着

用
し
て
い
る
。
こ
の
点
の
み
が
、
伝
統
的
な
ア
マ
漁
法
と
は
異
な
る
(
厳
原
町
漁
業
協
同
組
合
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
)
。

(ω)
勿
論
、
磯
場
に
自
由
に
出
入
り
で
き
る
の
は
、
地
先
権
を
有
す
る
集
落
の
住
民
に
限
定
さ
れ
た
。
地
先
権
に
関
し
て
は
第
一
図
参
照
。

(
況
)
潜
水
漁
業
を
専
業
と
す
る
も
の
は
約
八

O
名
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
も
、
自
家
消
費
用
な
ど
の
た
め
に
潜
水
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
(
厳

原
町
漁
業
協
同
組
合
曲
支
所
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
)
。

(
詑
)
「
ア
マ
」
漁
業
・
集
落
に
関
し
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
。

田
畑
久
夫
「
わ
が
国
に
お
け
る
海
士
集
落
の
変
貌
|
|
五
島
列
島
宇
久
島
を
事
例
と
し
て
|
l
」
歴
史
地
理
学
紀
要
二
四
、
一
九
八
二
、
六
九
i

一
O
O頁
。
同
「
壱
岐
島
に
お
け
る
「
ア
マ
」
集
落
の
変
貌
|
|
小
崎
浦
・
八
幡
浦
を
事
例
と
し
て
t
l
l
」
歴
史
地
理
学
一
二
五
、
一
九
八
五

二
O
t一
ニ
四
一
良
な
ど
。

(
お
)
厳
原
町
漁
業
協
同
組
合
曲
支
所
で
の
聞
き
取
り
。

金

m
ヨか

(
川
品
)
た
と
え
ば
、
『
肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡
逢
廃
釈
に
み
ら
れ
る
「
又
東
西
之
海
、
有
ニ
抱
螺
鯛
海
藻
海
松
等
乙
の
記
載
な
ど
。

秋
本
吉
郎
校
注
『
風
土
記
日
本
古
典
文
学
大
系
一
一
』
岩
波
書
広
、
一
九
五
八
、
三
九
八
頁
。
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(
お
)
宮
本
常
一
『
宮
本
常
一
著
作
集
二
八
、
対
馬
漁
業
史
』
未
来
社
、
一
四
四

t
一
四
五
頁
。

(
鉛
)
水
野
佑
「
出
雲
大
神
と
宗
像
神
|
|
出
雲
文
化
の
中
の
漁
携
文
化
|
|
」
(
神
道
学
会
編
『
出
雲
学
論
孜
』

二
頁
。

(
幻
)
前
掲
(
お
)
一
四
五
頁
。

(
お
)
一
種
の
地
曳
網
、
和
泉
佐
野
が
発
祥
地
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(
ぬ
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
長
崎
県
立
図
書
館
蔵
『
旧
藩
時
漁
政
調
査
』
所
収
の
「
対
州
ニ
在
ル
佐
野
網
方
之
事
」
(
年
代
不
詳
)
に
詳
し
い
。
な

ぉ
、
羽
原
又
士
日
『
日
本
漁
業
経
済
史
、
上
巻
』
岩
波
書
宿
、
一
九
五
二
、
一
一
八

t
一
一
九
頁
参
照
。

(
M
W
)

前
掲
(
却
)
一
一
六

t
一
一
七
頁
。

(
釘
)
当
時
漁
業
権
を
得
た
浦
数
は
、
宮
本
常
一
に
よ
れ
ば
六
二
(
前
掲
(
お
)
)
、
羽
原
又
士
口
に
よ
れ
ば
五
六
(
前
掲
(
鈎
)
)
と
あ
り
、
確
定
し
て
い

飼い、。

必
恥
吋
‘
hw

(
位
)
宮
本
常
一
『
宮
本
常
一
著
作
集
二

O
、
海
の
民
』
未
来
社
、
一
九
七
五
、
一
九
一

J

ニ
O
O頁。

(
必
)
た
と
え
ば
、
元
禄
三
年
(
一
六
九
O
)
七
月
、
同
一
三
年
(
一
七

O
O
)
八
月
付
文
書
な
ど
を
参
照
。

(
H
H
)

網
船
は
コ
一

O
石
程
度
の
小
型
船
で
あ
っ
た
の
で
、
帰
路
は
、
韓
半
島
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
高
価
な
朝
鮮
人
参
な
ど
を
関
西
方
面
に
運
ん
だ
。

(
伍
)
一
種
の
敷
網
。
海
中
に
沈
め
、
網
の
上
に
集
合
し
た
漁
を
捕
獲
す
る
。
な
お
「
八
手
網
」
に
関
し
て
は
次
の
も
の
を
参
照
。

農
商
務
省
水
産
局
編
『
日
本
水
産
捕
採
記
』
農
商
務
省
、
一
九
一

O
、
二
五
一

l
二
六

O
頁。

(
必
)
た
と
え
ば
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
一
一
月
二
日
付
け
の
「
万
松
院
」
文
書
な
ど
を
参
照
。

(
U
)

一
般
に
長
門
式
大
敷
網
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。

(
品
〉
前
掲
(
位
こ
六
一
一
良
。

(
却
)
佐
賀
県
立
図
書
館
編
『
玄
海
灘
の
鯨
と
り
』
佐
賀
県
立
図
書
館
、

(
印
)
前
掲
(
お
)
八
一
一
良
。

(
日
)
通
常
、
大
納
屋
の
内
一
名
が
元
締
で
あ
っ
た
。

(
回
)
安
藤
良
俊
「
鯨
場
日
記
」
対
馬
風
土
記
一
七
、

(
臼
)
前
掲
(
お
)
八
四
頁
。

出
雲
大
社
、

一
九
七
七
)
一
二

t
四

一
九
八
三
、
五

t
五
四
頁
。

一
九
八
四
、

一
一
二
頁
に
引
用
。



(
日
)
長
崎
県
教
育
委
員
会
編
『
長
崎
県
の
海
女
(
海
士
)
』
長
崎
県
教
育
委
員
会
、

で
に
宗
氏
を
助
け
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。

(
回
)
前
掲
(
お
)
二
六
九
頁
。

(
回
)
享
保
一
九
年
(
一
七
三
四
)
の
新
長
崎
会
所
の
設
置
後
、
長
崎
俵
物
が
急
増
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
。

小
川
国
治
「
長
崎
貿
易
に
お
け
る
俵
物
独
占
集
荷
体
制
の
成
立
過
程
」
(
福
尾
教
授
退
官
記
念
事
業
会
編
『
近
世
社
会
経
済
史
論
集
』
古
川
弘
文

館
、
一
九
七
七
)
一
四
三
一

t
一
六
六
頁
。

一
九
七
九
、

一
七
頁
。
な
お
、
「
曲
」
に
は
宗
氏
入
島
の
時
に
す
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